
次の世代を支える郷づくり

～豊川地区つろうて子育て推進協議会の取組み～

豊川地区つろうて子育て推進協議会
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益⽥市住⺠基本台帳（平成２６年１２⽉末現在）

総面積 世帯数 人 口 男 ⼥
益田市 733㎢ 21,558 49,281 23,198 26,083
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豊川地区の概要

世帯数 人 口 男 ⼥
豊川地区 380 959 465 494 
益⽥市住⺠基本台帳（平成２６年１２⽉末現在）

豊川小学校 児童数４６名
豊川保育園 園児数３８名
つくしんぼクラブ 児童数８名
(放課後児童クラブ）
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豊川で育つ



子ども見守り活動
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あいさつ運動
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通学合宿
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教育協働化事業
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協働化事業の実施状況（H2５年度）
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活動内容 年間活動⽇数
学習支援活動 25 日
登下校安全指導 200 日
学校⾏事 1 日
その他 3 日

学校支援ボランティア数
延べ人数 １，３５０人（実数 ６５名）



読み語りボランティア
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シニア楽校
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プール当番
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スキー遠足
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地域が子ども達と小学校を支えてきた

教育協働化事業

地域団体

豊川小学校

ＰＴＡ

豊川公民館

学校評議員会

地域住民地域住民

⼦ども⾒守り活動
通学合宿
挨拶当番

夏休みプール開放
ノーメディア運動
スキー遠足
読み語りボランティア

活動のコーディネート

畑づくり 家庭科の手伝い 茶道 琴 ⼦ども料理教室
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シニア楽校



�現在は児童数４6名。
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《地域の方々の声》

最近の親は子どもとしっかり遊ん

どらん。子どもも挨拶をあまりせ

んくなっとる。
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最近は、地区に子どもがおら

んけぇ子どもも学校のことも

よー分からん。

地域の人が関わってくれるのを当

たり前と思っとる親が増えてきた

ような気がする。



つろうて子育て推進協議会

【設置目的】
子どもを取り巻く課題の共有と今後の対策を考える
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豊川地区つろうて子育て推進協議会

つろうて＝連れ立って

豊川保育園

益田東中学校ＰＴＡ

豊川小学校
ＰＴＡ

豊川地区
青少年育成市民会議

豊川地区民生児童委員

豊川地区連合自治会
豊川地区社会福祉協議会

益田東中学校

豊川小学校

豊川保育園保護者会

豊川公民館
豊川地区振興センター

豊川地区
放課後児童クラブ
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《現状について》

保護者数の減少で、同じやり方で

は、これまで通りのPTA活動は難

しくなっています。

26

地区に子どもがいないので親

子や学校の状況もだんだん

分からなくなっている。

地域の団体も高齢化して、今後の

活動の継続が難しくなっているもの

もある。



今後の課題

○支え手となる地域団体の高齢化

○将来的な児童数の減少

○予測される地域コミュニティーにおけ る

リーダーの代替わり

○親と地域の関係の希薄化
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１．「地域 ×親 ×学校」の新たな仕組みを作るこ

とが必要

⇒小学校をコミュニティースクールに

２．地域で中学生や高校生の居場所や役割を与

えることが必要

⇒中高生による地域活動の場づくりを

３．「子ども ×地域」となる学びの場が作りたい

⇒地域に寺子屋を創設
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１．小学校を

コミュニティスクールに
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豊川保育園

益田東中学校ＰＴＡ

豊川小学校
ＰＴＡ

豊川地区
青少年育成市民会議

豊川地区民生児童委員

豊川地区連合自治会
豊川地区社会福祉協議会

益田東中学校

豊川小学校

豊川保育園保護者会

豊川公民館
豊川地区振興センター

豊川地区
放課後児童クラブ
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学校運営協議会の設立へ

豊川地区つろうて子育て推進協議会

学校運営協議会



ＰＴＡ組織
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執行部

保体部研修部 生活環境部

ＰＴＡ研修会

スキー教室

親子ふれあい活動

ノーメディアカード

学校保健委員会

再生資源回収

朝の挨拶当番

ベルマーク回収

ＰＴＡ会員数 35名

教職員数 14名

合計 49名

地域連携係



２．中高生による

地域活動の場づくりを
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・自分たちで豊川地区を盛り上げたい！

・「わっ！」と驚くような活動をしていこう！

・地域の輪・友達との和を大切にしよう！

名称

『とよかわっしょい!!』



平成26年度の活動

○地区イベントへの参画（企画・出展）

・各イベントに出店し、活動資金の確保につなげる。

○地域課題の解決につながる活動

・グループワークで出し合った意見の中から、取り組

める活動を実施していく。
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校長先生もわっしょい！！

教頭先生もわっしょい！！

保育士さんもわっしょい！！
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活動を支える大人の組織を結成！

「わっしょいサポーター」を

中学生のＰＴＡを中心に組織

活動の際には

・手を出さない

・口を出さない

・子どもの意見を

大事にする



３．地域の寺子屋を創設
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とよかわ寺子屋の開設

・「塾に通わせるのも通うのが大変」

・地域と子どもを繋げる学びの場が作りたい

公民館で土曜寺子屋を開設

第1段階として、平成２６年４月から

九州大学の教授を講師に英語教室を開講
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夏休み

モデルロケット作り教室

冬休み

凧づくり教室

振替休日

ぐるぐるパン作り教室

夏休み

自学支援教室



高等学校

小中連携の研究（H27～）

保小連携の研究（H25～26）
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保育園

小学校

中学校

ＰＴＡ活動

わっしょい
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協議会の活動を通して

•子どもに関する多くの活動機会を作っていく

ことが大切。

•子育て家庭への理解が広がることが、家庭

教育を支えることに繋がる。

•年代に応じた必要な支援を、地域全体で考

えていくことに大きな意味がある。

•地域の次の担い手が地域の将来を考える機

会に繋げていきたい。
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